
2 

随
筆

徒
然
草（
兼
好
）

　亀
山
殿
の
御
池
に   

 

30

　大
事
を
思
ひ
立
た
ん
人
は   

 

32

　奥
山
に
猫
ま
た
と
い
ふ
も
の
あ
り
て   

 

34

　花
は
盛
り
に   

 

36

参
考 

つ
れ
づ
れ
な
る
ま
ま
に   

 

38

古
文
を
読
む
た
め
に

　
4

助
動
詞   

 

40

　
　
　無
常
の
世
を
生
き
る   

 

43

❖
単
元
の
言
語
活
動
2 

　作
者
の
主
張
を
読
み
取
る   

 

44

窓古
文
の1

古
文
編

1 

古
文
入
門

宇
治
拾
遺
物
語

児
の
そ
ら
寝  

 

16

古
文
を
読
む
た
め
に

　
1

歴
史
的
仮
名
遣
い

　古
語
と
現
代
語 

 

五
十
音
図  

 

18

絵
仏
師
良
秀   

 

20

古
文
を
読
む
た
め
に

　
2

文
・
文
節
・
単
語

　品
詞

　古
文
の
特
徴 

 

古
語
辞
典
の
引
き
方   

 
22

十
訓
抄

大
江
山   

 

24

古
文
を
読
む
た
め
に

　
3

活
用
・
活
用
形

　動
詞

　形
容
詞 

 

形
容
動
詞

　係
り
結
び   

 

26

❖
単
元
の
言
語
活
動
1 

　声
に
出
し
て
古
文
を
読
む   

 

28

目 
次

3 

物
語 

　

  

竹
取
物
語

　か
ぐ
や
姫
の
生
ひ
立
ち   

 

46

　か
ぐ
や
姫
の
嘆
き   

 

48

古
文
を
読
む
た
め
に

　
5

助
詞

　注
意
す
べ
き
言
葉
遣
い   

 

51

　
　
　古
典
文
学
と
月   

 

54

❖
単
元
の
言
語
活
動
3 

　月
が
詠
ま
れ
た
和
歌
を
鑑
賞
す
る   

 

56

1

窓古
文
の2

は
じ
め
に

　
小
石
を
集
め
る（
小
川
洋
子
）  

 

2

6

4 

物
語 

　

伊
勢
物
語

　

　芥
川   

 

58

　東
下
り   

 

60

　筒
井
筒   

 

64

◆
読
み
比
べ
◆
沖
つ
白
浪（『
大
和
物
語
』）   

 

67

　梓
弓   

 

69

　
　
　平
安
文
学
の
恋   

 

71

❖
単
元
の
言
語
活
動
4 

　視
点
を
変
え
て
、
物
語
を
書
き
換
え
る   

 

72

2

窓古
文
の3

6 

物
語 

　

平
家
物
語

　

　木
曽
の
最
期   

 

86

参
考 

祇
園
精
舎   

 
94

古
文
を
読
む
た
め
に

　
6

敬
語

　音
便   

 
95

　
　
　和
文
と
和
漢
混
交
文   

 

97

❖
単
元
の
言
語
活
動
6 

　人
物
の
心
情
を
想
像
し
て「
木
曽
の
最
期
」

を
脚
本
化
す
る

   
 

98

7 

近
世
の
文
学

お
く
の
ほ
そ
道（
松
尾
芭
蕉
）

　旅
立
ち   

 

100

　平
泉   

 

103

　
　
　写
本
の
本
文
―
―「
青
々
た
り
」と「
草
青
み
た
り
」   

 

105

　種
の
浜   

 

106

玉
勝
間（
本
居
宣
長
）

　田
舎
に
雅
言
の
残
れ
る
こ
と   

 

108

❖
単
元
の
言
語
活
動
7 

　歴
史
を
再
発
見
し
、
随
筆
を
書
く   

 

111

3

窓古
文
の5

窓古
文
の6

文
学
と
芸
能   

 

113

5 

日
記

土
佐
日
記（
紀
貫
之
）

　門
出   

 

74

　阿
倍
仲
麻
呂   

 

77

　帰
京   

 

79

古
典
に
関
す
る
文
章

男
の
文
章
と
女
の
文
章（
橋
本
治
）   

 

81

　
　
　真
名
と
仮
名   

 

83

❖
単
元
の
言
語
活
動
5 

　変
体
仮
名
を
読
む   

 

84

窓古
文
の4

7



4 
物
語 

　

伊
勢
物
語

　

　芥
川   

 

58

　東
下
り   

 

60

　筒
井
筒   
 

64

◆
読
み
比
べ
◆
沖
つ
白
浪（『
大
和
物
語
』）   
 

67

　梓
弓   

 

69

　
　
　平
安
文
学
の
恋   

 

71

❖
単
元
の
言
語
活
動
4 

　視
点
を
変
え
て
、
物
語
を
書
き
換
え
る   

 

72

2

窓古
文
の3

6 

物
語 

　

平
家
物
語

　

　木
曽
の
最
期   

 

86

参
考 

祇
園
精
舎   

 

94

古
文
を
読
む
た
め
に

　
6

敬
語

　音
便   

 

95

　
　
　和
文
と
和
漢
混
交
文   

 

97

❖
単
元
の
言
語
活
動
6 

　人
物
の
心
情
を
想
像
し
て「
木
曽
の
最
期
」

を
脚
本
化
す
る

   
 

98

7 

近
世
の
文
学

お
く
の
ほ
そ
道（
松
尾
芭
蕉
）

　旅
立
ち   

 

100

　平
泉   

 

103

　
　
　写
本
の
本
文
―
―「
青
々
た
り
」と「
草
青
み
た
り
」   

 

105

　種
の
浜   

 

106

玉
勝
間（
本
居
宣
長
）

　田
舎
に
雅
言
の
残
れ
る
こ
と   

 

108

❖
単
元
の
言
語
活
動
7 

　歴
史
を
再
発
見
し
、
随
筆
を
書
く   

 

111

3

窓古
文
の5

窓古
文
の6

文
学
と
芸
能   

 

113

5 

日
記

土
佐
日
記（
紀
貫
之
）

　門
出   

 
74

　阿
倍
仲
麻
呂   

 
77

　帰
京   

 

79

古
典
に
関
す
る
文
章

男
の
文
章
と
女
の
文
章（
橋
本
治
）   

 

81

　
　
　真
名
と
仮
名   

 

83

❖
単
元
の
言
語
活
動
5 

　変
体
仮
名
を
読
む   

 

84

窓古
文
の4

7



2 

史
伝

十
八
史
略（
曽
先
之
）

　先
従
レ

隗
始   

 

134

　鶏
口
牛
後   

 

136

　管
鮑
之
交   

 

138

　臥
薪
嘗
胆   

 

140

古
典
に
関
す
る
文
章

中
国
英
傑
伝（
海
音
寺
潮
五
郎
）   

 

144

❖
単
元
の
言
語
活
動
3 

　登
場
人
物
の
魅
力
を
紹
介
す
る   

 

146

漢
文
編

3 

詩
文

詩絶
句　四

季 

春
暁（
孟
浩
然
）・
参
考 

春
あ
け
ぼ
の（
土
岐
善
麿
） 

　
　
　

  

江
南
春（
杜
牧
）   

 

148

　
　
　

  

秋
風
引（
劉
禹
錫
）・
江
雪（
柳
宗
元
）   

 

149

　送
別 

送
三

元
二
使
二

安
西
一（
王
維
）・
勧
レ

酒（
于
武
陵
）・ 

　
　
　

  

参
考 

コ
ノ
サ
カ
ヅ
キ
ヲ（
井
伏
鱒
二
）   

 

150

　望
郷 
涼
州
詞（
王
翰
）・
静
夜
思（
李
白
）   

 

151

1 

漢
文
入
門

な
ぜ
漢
文
を
学
ぶ
の
か   

 

116

訓
読
の
世
界   

 

117

漢
和
辞
典
の
使
い
方   

 

124

❖
単
元
の
言
語
活
動
1 

　熟
語
の
意
味「
創
作
」ゲ
ー
ム
を
行
う   

 

125

故
事
成
語

蛇
足（
戦
国
策
）   

 

126

　
　
　中
国
の
寓
話   

 
127

朝
三
暮
四（
列
子
）   

 
128

断
腸（
世
説
新
語
）   

 

130

　
　
　現
在
も
使
わ
れ
る
故
事
成
語   

 

131

❖
単
元
の
言
語
活
動
2 

　故
事
成
語
を「
五
・
七
・
五
」で
表
現
す
る   

 

132

窓漢
文
の1

窓漢
文
の2

8

律
詩　春

望（
杜
甫
）   

 

152

　八
月
十
五
日
夜
、
禁
中
独
直
、
対
レ

月
憶
二

元
九
一（
白
居
易
）   

 

153

日
本
漢
詩

　富
士
山（
石
川
丈
山
）・
烏
児
塞
宮（
成
島
柳
北
）   

 

154

漢
詩
の
手
引
き   

 

156

文雑
説（
韓
愈
）   

 

158

春
夜
宴
二

桃
李
園
一

序（
李
白
）   

 

160

古
典
に
関
す
る
文
章

名
月
―
―
八
月
の
詩（
一
海
知
義
）   

 

162

❖
単
元
の
言
語
活
動
4 

　漢
詩
漢
文
の
表
現
の
特
徴
を
つ
か
む   

 

164

4 

思
想

論
語　学

問 

六
章   

 

166

　政
治 

四
章   

 

167

　人
生 

八
章   

 

169

慎
思
録（
貝
原
益
軒
）   

 

172

笑
話
出
思
録（
乾
篤
軒
）   

 

173

古
典
に
関
す
る
文
章

知
る
と
い
う
こ
と（
金
谷
治
）   

 

174

❖
単
元
の
言
語
活
動
5 

　『論
語
』の
言
葉
を
今
に
生
か
す   

 

176

9



律
詩　春

望（
杜
甫
）   

 

152

　八
月
十
五
日
夜
、
禁
中
独
直
、
対
レ

月
憶
二

元
九
一（
白
居
易
）   

 

153

日
本
漢
詩

　富
士
山（
石
川
丈
山
）・
烏
児
塞
宮（
成
島
柳
北
）   
 

154

漢
詩
の
手
引
き   
 

156

文雑
説（
韓
愈
）   

 

158

春
夜
宴
二

桃
李
園
一

序（
李
白
）   

 

160

古
典
に
関
す
る
文
章

名
月
―
―
八
月
の
詩（
一
海
知
義
）   

 

162

❖
単
元
の
言
語
活
動
4 

　漢
詩
漢
文
の
表
現
の
特
徴
を
つ
か
む   

 

164

4 

思
想

論
語　学

問 

六
章   

 

166

　政
治 

四
章   

 

167

　人
生 

八
章   

 

169

慎
思
録（
貝
原
益
軒
）   

 

172

笑
話
出
思
録（
乾
篤
軒
）   

 

173

古
典
に
関
す
る
文
章

知
る
と
い
う
こ
と（
金
谷
治
）   

 

174

❖
単
元
の
言
語
活
動
5 

　『論
語
』の
言
葉
を
今
に
生
か
す   

 

176

9



近
現
代
文
編

参
考 

明
治
期
の
文
語
文
と
口
語
文   

 

177

 

大
つ
ご
も
り（
樋
口
一
葉
）

 

我
牢
獄（
北
村
透
谷
）

 

敢
て
同
胞
兄
弟
に
望
む（
清
水
豊
子
）

 

怪
談
牡
丹
灯
籠（
三
遊
亭
円
朝
）

 

新編
浮
雲（
二
葉
亭
四
迷
）

1 

近
代 

　

羅
生
門（
芥
川
龍
之
介
）   

 

182

◆
読
み
比
べ
◆ 

羅
城
門
の
上
層
に
登
り
て
死
人
を
見
る
盗
人
の
語（『
今
昔
物
語
集
』）   

 

195

城
の
崎
に
て（
志
賀
直
哉
）   

 

196

　
　
　
　
　
　
　
　
　フ
ィ
ク
シ
ョ
ン
の
特
性
を
話
し
合
う

―
―
小
説
の
世
界
を
観
察
し
、
思
い
切
っ
て
参
加
す
る
―
― 

 

208

1

❖
単
元
の
言
語
活
動
1

10

2 

近
代 

　

待
つ（
太
宰
治
）   

 

210

う
そ
と
パ
ン（
幸
田
文
）   

 

215

写
真
班（
梅
崎
春
生
）   

 

221

　
　
　
　
　
　
　
　
　作
家
の
工
夫
を
意
識
し
て
文
章
を
書
く

―
―
文
学
が
伝
え
て
い
る
の
は
、
ス
ト
ー
リ
ー
だ
け
で
は
な
い
―
― 

 

232

2

❖
単
元
の
言
語
活
動
2

3 

現
代

青
が
消
え
る（
村
上
春
樹
）   

 

234

離
さ
な
い（
川
上
弘
美
）   

 

243

　
　
　
　
　
　
　
　
　話
し
合
う
と
何
が
起
こ
る
か
確
か
め
る

―
―
あ
な
た
に
と
っ
て
大
切
な
も
の
は
何
で
す
か
―
― 

 

256

❖
単
元
の
言
語
活
動
3

11



2 
近
代 

　

待
つ（
太
宰
治
）   

 

210

う
そ
と
パ
ン（
幸
田
文
）   

 

215

写
真
班（
梅
崎
春
生
）   

 

221

　
　
　
　
　
　
　
　
　作
家
の
工
夫
を
意
識
し
て
文
章
を
書
く

―
―
文
学
が
伝
え
て
い
る
の
は
、
ス
ト
ー
リ
ー
だ
け
で
は
な
い
―
― 

 

232

2

❖
単
元
の
言
語
活
動
2

3 

現
代

青
が
消
え
る（
村
上
春
樹
）   

 

234

離
さ
な
い（
川
上
弘
美
）   

 

243

　
　
　
　
　
　
　
　
　話
し
合
う
と
何
が
起
こ
る
か
確
か
め
る

―
―
あ
な
た
に
と
っ
て
大
切
な
も
の
は
何
で
す
か
―
― 

 

256

❖
単
元
の
言
語
活
動
3

11



俳
句

　
　正
岡
子
規
・
高
浜
虚
子
・
種
田
山
頭
火
・

 

飯
田
蛇
笏
・
久
保
田
万
太
郎
・
水
原
秋
桜
子
・

 

橋
本
多
佳
子
・
永
田
耕
衣
・
西
東
三
鬼
・

 

中
村
草
田
男
・
山
口
誓
子
・
富
沢
赤
黄
男
・  

 

278

 

星
野
立
子
・
加
藤
楸
邨
・
能
村
登
四
郎
・

 

石
田
波
郷
・
渡
辺
白
泉
・
金
子
兜
太
・

 

飯
田
龍
太
・
鷹
羽
狩
行
・
高
野
ム
ツ
オ

俳
句
の
修
辞

   
 

282

俳
句
の
英
訳（
長
谷
川
櫂
）   

 

283

❖
単
元
の
言
語
活
動
2 

　Ｈ
Ａ
Ｉ
Ｋ
Ｕ
を
鑑
賞
す
る   

 

284

詩
歌
編

2 

俳
諧
・
俳
句

俳
諧

　
　松
尾
芭
蕉
・
与
謝
蕪
村
・
小
林
一
茶   

 

276

1 

和
歌
・
短
歌

和
歌　万

葉
集   
 

258

　古
今
和
歌
集   

 

260

　後
拾
遺
和
歌
集   

 

262

　新
古
今
和
歌
集   

 

262

和
歌
の
修
辞

   
 

265

　
　
　見
立
て   

 

267

短
歌

　
　正
岡
子
規
・
与
謝
野
晶
子
・
若
山
牧
水
・

 

石
川
啄
木
・
斎
藤
茂
吉
・
齋
藤
史
・

　

  
 

268

 

寺
山
修
司
・
春
日
井
建
・
俵
万
智

❖
単
元
の
言
語
活
動
1 

　折
句
の
技
法
を
用
い
て
、
短
歌
を
作
る   

 
273

窓詩
歌
の

3 

近
現
代
詩

小
景
異
情（
室
生
犀
星
）   

 

286

お
よ
ぐ
ひ
と（
萩
原
朔
太
郎
）   

 

288

永
訣
の
朝（
宮
沢
賢
治
）   

 

289

参
考 

人
生
の〈
救
い
〉と
し
て
の
詩（
鮎
川
信
夫
）   

 

293

汲
む（
茨
木
の
り
子
）   

 

294

❖
単
元
の
言
語
活
動
3 

　文
語
定
型
詩
と
口
語
自
由
詩
を
読
み
比
べ
る   

 

298

12

付
録

文
法
要
覧   

 

308

日
本
文
学
史
年
表   

 

318

重
要
古
語
の
解
説
お
よ
び
索
引   

 

327

漢
文
の
基
本
句
形   

 

333

漢
文
の
重
要
単
語   

 

335

常
用
漢
字
表   

 

337

読
書
の
す
す
め   

 

352

参
考
図
録

　封
筒
・
は
が
き
の
書
き
方

　頭
語
・
結
語
の
例（
手
紙
文
）

 

敬
称
の
例（
手
紙
文
）

 

原
稿
用
紙
の
使
い
方   

 

356

 

月
の
異
名
と
二
十
四
節
気

　陰
暦
月
齢
表

 
 

十
干
・
十
二
支
・
干
支

　古
方
位

　古
時
刻

　江
戸
時
代
の
不
定
時
法

お
わ
り
に

　大
人
に
は
わ
か
ら
な
い
日
本
文
学
史（
高
橋
源
一
郎
）   

 

299

❖
単
元
の
言
語
活
動 

　「自
分
の
文
学
史
」を
作
る   

 

307

13
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